きょう (二月 二十 八日) の 時事 新報 をみ たら、 先頃 

渡米した 十 人の 婦人 団が ニュ ー ョ— ク について、 女子 

キリスト 青年会 (Y . W • C • A) を 訪問した 写真が 

のって いる。 高層建築が 左右から そびえた つ て 空 も 見 

えない レキシントン 街 を 背景に、 もんぺ をぬ いだ 赤松 

常 子 参議 員が 、白 足袋に 草履 の 足 もと も 元気そう に、 

コ— ト姿を はこんで いる。 洋装の 九 人の 婦人た ち も そ 

れぞれ 元気そう にかた まって 歩いて いて、 多忙に くみ 

立てられた 二 ュ— ョ— ク での 見学 プランが しのばれた。 

ニュ— ョ ー ク といえば、 われわれの クラブの 委員長 

であった 松岡洋 子さん はこの ごろ 水飢饉の 二 ュ ー ョ ー 



クで どんな 毎日 を 送つ ている だろう。 昼夜 白熱して 夜 

空にまで 広告の テレ ヴィジョン を 映して いる 不眠の 都 

巿。 ゥォ— ル街を 中心に 渦巻く 宣伝の 都 巿ニュ ー ョ ー 

クの 旅で 迎える 三月 八日 平和の ための 国際 婦人 デ ー は 

労働組合からの 婦人 代表 もふくむ これら 十 名の 日本 婦 

人た ちに 何 を 考えさせ るだろう か。 

A • P の カメラが 渡米 婦人 団の 写真の 中心に 赤松 常 

子さん の 日本 服 姿 を とらえた ところ をみ ると、 赤松 さ 

んの 渡米 効果 は、 この 面で 成功と いえる のだろう。 湯 

川 夫人の 日本 振袖の 姿 も、 ノ — ベ ル賞 授賞の 式場に 異 

国 晴緖を 添えた。 



それぞれの 国の 民族が 婦人 や 子供、 としょり 連まで 

固有の 服装に 身 を かざって、 その 土地 伝統の 祭り を 祝 

うような 日の 光景 は、 はた 目に も おもしろく 愉しい も 

の だ。 けれども、 その美し さに しろた のし さに しろ、 

その 民族 或いは その 人々 が 実際に は 半ば 奴隸の 立場に 

甘んじて いて、 自分の 民族の 独立 や 世界の 平和の ため 

に 良心的な 何 の 発言 も 行動 もな し 得な いほ ど 無 気 力 で 

あったなら、 その 固有の 服装が 優美で あり、 みものに 

なるとい う 事実が、 卑屈の 粉飾 以外の 何もので もない 

, J とになる。 
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